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構成管理とスナップショットについて
ローカルのコントローラ管理フォルダとの間で、構成アーカイブ（スナップショット）をエクス

ポートおよびインポートすることによって、システム構成をバックアップおよび復元することが

できます。構成の変更を加える前後にスナップショットをエクスポートすることにより、2つの
スナップショット間に適用された構成変更をロールバックすることができます。

また、リモートサーバとの間でスナップショットファイルをアップロードおよびダウンロードす

ることもできます。

各スナップショットのアクション（エクスポート、インポート、ロールバック、アップロードお

よびダウンロード）は、アクションのためのポリシーを作成し、ジョブとしてアクションをトリ

ガーすることによって行われます。エクスポートのアクションは、将来の時刻または定期的に実

行するようにスケジュールすることもできます。インポート、エクスポートおよびロールバック

のジョブは並列実行できません。ジョブがすでに実行中の場合、新しいジョブをトリガーするこ

とはできません。
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スナップショットのエクスポート

はじめる前に

スケジュールに従ってスナップショットをエクスポートする場合、エクスポートポリシーを設定

する前にスケジューラを設定します。

手順の概要

1. configure
2. [no]snapshotexportpolicy-name
3. format {xml | json}
4. （任意） [no]scheduleschedule-name
5. （任意） [no]target [infra | fabric | tenant-name]
6. （任意） [no]remotepathremote-path-name
7. end
8. triggersnapshotexportpolicy-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

スナップショットをエクスポートするポリシーを作成しま

す。

[no]snapshotexportpolicy-name

例：
apic1(config)# snapshot export
myExportPolicy

ステップ 2   

エクスポートされたコンフィギュレーションファイルの

データ形式を指定します。デフォルトは

format {xml | json}

例：
apic1(config-export)# format json

ステップ 3   

（任意）

スナップショットをエクスポートする既存のスケジューラ

を指定します。

[no]scheduleschedule-name

例：
apic1(config-export)# schedule
EveryEightHours

ステップ 4   

（任意）

エクスポートのターゲットを割り当てます。ファブリック、

インフラ、特定のテナント、またはなしにすることができ

[no]target [infra | fabric | tenant-name]

例：
apic1(config-export)# target
tenantExampleCorp

ステップ 5   

ます。ターゲットを指定しない場合、すべての設定情報が

『Cisco APIC NX-OS Style Command-Line Interface Configuration Guide』
2

スナップショットによる設定の管理

スナップショットのエクスポート



目的コマンドまたはアクション

エクスポートされます。デフォルトではターゲットはあり

ません。

（任意）

ファイルが送信される設定済みのリモートパスの名前を指

定します。リモートパスを指定しない場合、ファイルはコ

[no]remotepathremote-path-name

例：
apic1(config-export)# remote path
myBackupServer

ステップ 6   

ントローラ内のフォルダにローカルにエクスポートされま

す。デフォルトではリモートパスはありません。

EXECモードに戻ります。end

例：
apic1(config-export)# end

ステップ 7   

スナップショットエクスポートタスクを実行します。エク

スポートポリシーにスケジューラを設定する場合、すぐに

エクスポートする場合を除きこの手順は不要です。

triggersnapshotexportpolicy-name

例：
apic1# trigger snapshot export
myExportPolicy

ステップ 8   

例

次に、特定のテナント設定についてJSON形式のスナップショットファイルの定期的なエクスポー
トを設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# snapshot export myExportPolicy
apic1(config-export)# format json
apic1(config-export)# target tenantExampleCorp
apic1(config-export)# schedule EveryEightHours

スナップショットのインポート

手順の概要

1. configure
2. [no]snapshotimportpolicy-name
3. filefilename
4. action {merge | replace}
5. [no]mode {atomic | best-effort}
6. （任意） [no]remotepathremote-path-name
7. end
8. triggersnapshotimportpolicy-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

スナップショットをインポートするポリシーを作成

します。

[no]snapshotimportpolicy-name

例：
apic1(config)# snapshot import myImportPolicy

ステップ 2   

インポートするファイルの名前を指定します。filefilename

例：
apic1(config-import)# file
ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz

ステップ 3   

インポートされた構成設定を現在の設定とマージす

るかどうか、またはインポートされた設定で現在の

設定を完全に置き換えるかどうかを指定します。

action {merge | replace}

例：
apic1(config-import)# action replace

ステップ 4   

インポートされた設定を適用するときに設定エラー

をインポートプロセスでどのように処理するかを

[no]mode {atomic | best-effort}

例：
apic1(config-import)# mode atomic

ステップ 5   

指定します。ベストエフォート型のインポートモー

ドではアーカイブ内の個々の設定エラーをスキップ

し、アトミックモードでは設定エラーがあるとイ

ンポートをキャンセルします。

（任意）

ファイルをインポートする設定済みリモートパス

の名名を指定します。リモートパスを指定しない

[no]remotepathremote-path-name

例：
apic1(config-import)# remote path
myBackupServer

ステップ 6   

場合、ファイルはコントローラ内のフォルダから

ローカルにインポートされます。デフォルトではリ

モートパスはありません。

EXECモードに戻ります。end

例：
apic1(config-import)# end

ステップ 7   

スナップショットインポートタスクを実行します。triggersnapshotimportpolicy-name

例：
apic1# trigger snapshot import myImportPolicy

ステップ 8   
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例

次に、スナップショットファイルのインポートの設定および実行を行って現在の設定を置き換え

る例を示します。

apic1# show snapshot files
File : ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz
Created : 2015-11-21T01:00:21.167+00:00
Root :
Size : 22926

apic1# configure
apic1(config)# snapshot import myImportPolicy
apic1(config-import)# file ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz
apic1(config-import)# action replace
apic1(config-import)# mode atomic
apic1(config-import)# end
apic1# trigger snapshot import myImportPolicy

スナップショットを使用したロールバック設定
ロールバック機能では、1つのスナップショットアーカイブと以降のスナップショットアーカイ
ブの間に行った変更を戻す、「元に戻す」機能を提供します。ロールバックでは、ローカルに保

存されたスナップショットファイルのみがサポートされます。

手順の概要

1. configure
2. [no]snapshotrollbackpolicy-name
3. first-filefilename
4. second-filefilename
5. [no]preview
6. end
7. triggersnapshotrollbackpolicy-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

スナップショットを使用してロールバックの

ポリシーを作成します。

[no]snapshotrollbackpolicy-name

例：
apic1(config)# snapshot rollback
myRollbackPolicy

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

以前のファイルの名前を指定します。first-filefilename

例：
apic1(config-rollback)# first-file
ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz

ステップ 3   

以降のファイルの名前を指定します。second-filefilename

例：
apic1(config-rollback)# second-file
ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T09-00-21.tar.gz

ステップ 4   

ロールバックの変更が適用前に表示されるよ

うに指定します。

[no]preview

例：
apic1(config-rollback)# preview

ステップ 5   

EXECモードに戻ります。end

例：
apic1(config-rollback)# end

ステップ 6   

スナップショットロールバックタスクを実行

します。

triggersnapshotrollbackpolicy-name

例：
apic1# trigger snapshot rollback
myRollbackPolicy

ステップ 7   

例

次に、ロールバックを設定および実行する例を示します。

apic1# show snapshot files
File : ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz
Created : 2015-11-21T01:00:21.167+00:00
Root :
Size : 22926

File : ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T09-00-21.tar.gz
Created : 2015-11-21T09:00:24.025+00:00
Root :
Size : 23588

apic1# configure
apic1(config)# snapshot rollback myRollbackPolicy
apic1(config-rollback)# first-file ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz
apic1(config-rollback)# second-file ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T09-00-21.tar.gz
apic1(config-rollback)# preview
apic1(config-rollback)# end
apic1# trigger snapshot rollback myRollbackPolicy
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スナップショットファイルのリモートパスへのアップ

ロードまたはダウンロード
ローカルストレージからリモートパスにスナップショットアーカイブファイルをアップロード

できます。また、リモートパスからスナップショットアーカイブファイルをダウンロードする

こともできます。

はじめる前に

ファイルを受信するリモートパスを設定します。ファイルエクスポートのリモートパスの設定

を参照してください。

手順の概要

1. configure
2. [no]snapshot {upload | download} policy-nameremote-path-name
3. remotepathremote-path-name
4. filefilename
5. end
6. triggersnapshot {upload | download} policy-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

リモートパスを使用してスナップショットファ

イルをアップロードまたはダウンロードするポ

リシーを作成します。

[no]snapshot {upload | download}
policy-nameremote-path-name

例：
apic1(config)# snapshot upload myUpPolicy

ステップ 2   

スナップショットファイルが送信される設定済

みのリモートパスの名前を指定します。

remotepathremote-path-name

例：
apic1(config-upload)# remote path
myBackupServer

ステップ 3   

送信されるスナップショットファイルの名前を

指定します。

filefilename

例：
apic1(config-upload)# file
ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

EXECモードに戻ります。end

例：
apic1(config-upload)# end

ステップ 5   

スナップショットのアップロードまたはダウン

ロードタスクを実行します。

triggersnapshot {upload | download} policy-name

例：
apic1# trigger snapshot upload myUpPolicy

ステップ 6   

例

次に、スナップショットファイルのリモートパスへのアップロードを設定および実行する例を示

します。

apic1# show snapshot files
File : ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz
Created : 2015-11-21T01:00:21.167+00:00
Root :
Size : 22926

apic1# configure
apic1(config)# snapshot upload myUpPolicy
apic1(config-upload)# remote path myBackupServer
apic1(config-upload)# file ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz
apic1(config-upload)# end
apic1# trigger snapshot upload myUpPolicy

スナップショットファイルとジョブの管理
次のコマンドは、スナップショットファイルやジョブを管理するために使用できます。

説明コマンド

ローカルストレージからスナップショットファ

イルを削除します。

clearsnapshotfilefilename

履歴からスナップショットジョブを削除しま

す。

clearsnapshotjobjob-name

ローカルストレージのスナップショットファ

イルが表示されます。

showsnapshotfiles

最近のスナップショットタスクが表示されま

す。

showsnapshotjobs

『Cisco APIC NX-OS Style Command-Line Interface Configuration Guide』
8

スナップショットによる設定の管理

スナップショットファイルとジョブの管理



説明コマンド

現在アクティブなスナップショットタスクが表

示されます。

showsnapshotactivejobs

例

この例では、スナップショットファイルとスナップショットジョブ履歴を表示する方法を示して

います。

apic1# show snapshot files
File : ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz
Created : 2015-11-21T01:00:21.167+00:00
Root :
Size : 22926

File : ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T09-00-21.tar.gz
Created : 2015-11-21T09:00:24.025+00:00
Root :
Size : 23588

apic1# show snapshot jobs
Type : export
Run : 2015-11-21T01-00-17
State : success
Details : Success
File Name : ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T01-00-17.tar.gz

Type : export
Run : 2015-11-21T09-00-21
State : success
Details : Success
File Name : ce2_DailyAutoBackup-2015-11-21T09-00-21.tar.gz

Type : rollback
Run : 2015-11-22T00-25-06
State : running
Details :
File Name : not applicable

apic1# clear snapshot job 2015-11-22T00-25-06
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